
昭和戦前期における<歴史教育>言説の生成と「学知
」の構築過程 :
師範大学講座『歴史教育』の言説分析をもとにして

言語: Japanese

出版者: 

公開日: 2017-10-10

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 福田, 喜彦

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/10132/17197URL



兵庫教育大学 研究紀要 第51巻 2017年 9 月 pp, 15 28 

昭和戦前期における< 歴史教育> 言説の生成と 「学知」 の構築過程
一師範大学講座 『歴史教育』 の言説分析をもとにして一 

The Generation of “History Education” Discourse and the Construction Process 
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本稿の日的は, 昭和戦前期における く歴史教育> 言説の生成と 「学知」 の構築過程を師範大学講座 『歴史教育』 の言説

分析をもとに明らかにするこ とである。 本稿で考察する師範大学講座は, 『歴史教育』 だけでな く , 『国語教育』 『理科教

育』 『数学教育』 など教育学に関わる専門的な講座と して多岐にわたり , 1930年代から1940年代にかけて建文館から刊行

された。 本稿で明らかとなったのは, 次の 3 点である。 第一に, 東京帝国大学, 東京文理科大学, 広島文理科大学, 東京

高等師範学校, 東京府立中学校など様々なキャリ アをもつ人々が師範大学講座 『歴史教育』 の執筆を担当 していたこ とで

ある。 第二に, 歴史学を中心にして学間研究に関わる 「専門的学知」 , 歴史教育理論に関わる 「理論的学知」 , 歴史教育実

践に関わる 「実践的学知」 の 3 つの学知が師範大学講座 『歴史教育』 から生成されていたこ とである。 第三に, 1930年代

から1940年代にかけて, < 歴史教育> 言説が師範大学講座 『歴史教育』 によって 「専門的学知」 「理論的学知」 「実践的学

知」 に体系化されていつたこ とである。 

キーワード : 師範大学講座 『歴史教育』, < 歴史教育> 言説の生成, 「学知」 の構築過程

Key words : Normal Universi ty Course “History Education”, Generation of “History Education” Discourse,

Construction Process of “Knowledge”

1 . 問題の所在
本稿の日的は, 昭和戦前期における< 歴史教育> 言説
の生成と 「学知」 の構築過程を師範大学講座 『歴史教育』

の言説分析をもとに明らかにするこ とである。

昭和戦前期においては, 『研究評論歴史教育』 をはじ
めとする様々な歴史教育雑誌が創刊され, 帯国大学, 高
等師範学校, 高等学校, 中学校, 小学校などの多様な学
校種の教員から歴史教育に関わる言説が歴史教育雑

誌 ' ) を媒体に して発信された。 こ れら歴史教育に関わ
る言説を本稿では, 「< 歴史教育> 言説」 と定義し , こ
のく 歴史教育> 言説を 「理論的学知」 「専門的学知」 「実
践的学知」 の 3 つの学知の総体と捉え , その内容と構成
を分析する。

従来, 昭和戦前期の歴史教育は, 歴史学の学問研究と
は分離したものと して捉え られてきた。 それは , 戦前の

歴史教育が, 国体論が浸透する過程において , 国家主義
的な歴史教育へと傾斜していつた結果, 民主主義的な歴
史教育の発展を妨げてきたとの理解に基づく ものである。 

も ちろん, 教育の戦争責任 2) を追求するためにも誰が , 
どのよう に, そう した歴史教育の理論と実践を展開して
いたのかを追究する必要があるこ とはいう までもない。 

だが, 一方で , そもそも昭和戦前期の歴史教育がどの
よ う な 「学知」 を作り上げていたのかその全体像 3) は , 

個別の理論や実践だけでは十分に把握するこ とはできな

いのではないだろう か。 また , 果たして昭和戦前期の歴

史教育の理論と実践は, 戦後の歴史教育と切り離し , 国
家主義的なものと民主主義的なものとの対立的な図式に

単純化 して提える 4) こ とのでき るものであろう か。 歴
史教育実践史を考察する枠組みを再度間い直す必要があ

る。

このよう な問いに対し , 昭和戦前期の歴史教育の理論
と実践の全体像を捉える試みと して, 本稿では, これま
で取り 上げ られていなかっ た師範大学講座 『歴史教

育』 5) を検討する。 では , 『師範大学講座』 とは何であ
ろうか。

本稿で考察する師範大学講座は, 『歴史教育』 だけで
なく , 『国語教育』 『理科教育』 『数学教育』 『修身倫理』
『体育』 『教育 ・ 心理』 など教育学に関わる専門的な講座

と して多岐にわたり , 1930年代から1940年代にかけて建
文館から刊行された。 各講座と も十数巻に及ぶ大著な講

座であるが, 師範大学講座の体系的な研究6) はなされ
ておらず, 教育実践史に果たした役割も検討されていな
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い。 では, 師範大学講座を執筆した人々はどのよう なキャ
リ アをも った人々で , どのよう な言説を師範大学講座か
ら発信していたのだろう か。 また , こ う した膨大な教育
言説は教育実践史の中にどのよう に位置づけるこ とがで

きるのであろう か。 そこで , 本稿では, 昭和戦前期にお
ける< 歴史教育> 言説の生成と 「学知」 の構築過程を師
範大学講座 『歴史教育』 をもとに次のよう な手順で考察

する。

まず, 師範大学講座 『歴史教育』 の内容と構成からど

のよう なキャリ アをも った人々が , どのよう な内容を執

筆していたのかを考察する。 次に, 師範大学講座 『歴史
教育』 によって , どのよう な く歴史教育> 言説が発信さ
れていたのか, 生成された く歴史教育> 言説を分析する。 
最後に, 師範大学講座 『歴史教育』 によって , どのよ
う に 「学知」 が構築されたのかその構築過程を解明する。 

2 . 師範大学講座 『歴史教育』 の内容と構成
( 1 ) 師範大学講座 『歴史教育』 の執筆者達

昭和戦前期においては, 歴史教育に関する多様な言説
が各種の教育メ ディ アによって発信され, 学知が体系化
された。 例えば, 1926年に創刊された 『研究評論歴史教
育』 は歴史教育に関する学知を体系的に読者に示すメディ

アと して重要な役割を担う ものであった。7)
近代以降, 日本の学校教育制度が整備される中で , 各
種の教育雑誌が中央や地方で刊行された。 しかし , こう
した教育雑誌は, 教育に関する様々な情報を提供してい
たため, 各教科の教育情報に特化したものではなかった。 
一方で , 1920年代の半ばになると , 各教科においても

教育メ ディ アが登場し , 社会系教科をみてみても 「地理
教育」 や 「歴史教育」 に関する専門誌が刊行されるよう

になる。 こ う した教育メ ディ アには , 多様な人々が執筆
を担当し , これらの教育メ ディ アの発達によって , < 歴
史教育> 言説はより専門性を増してい く こ と と なった。
さ らに , 1930年代になる と , 『歴史教育講座』 8) や

『実践国史教育体系』 などの刊行によってこれまでの く 

歴史教育> 言説が体系化され, 発信されるよう になって
いた。

こう した状況の中で , 建文館から刊行されたのが師範
大学講座 『歴史教育』 であった。 師範大学講座 『歴史教

育』 の内容構成を見てみると , 1940年 8 月に第 1 巻が刊
行されてから1942年 7 月に第14巻が刊行されるまでの約
二年の間に76名の執筆者が師範大学講座 『歴史教育』 を

担当していたこ とがわかる。

( 2 ) 執筆者のキャリアと学位の種類
師範大学講座 『歴史教育』 を執筆した人々のキャリ ア

を見てみると , ①帝国大学 ・ 私立大学 ・ 研究所 ・ 行政官
などの教授や研究貝のグループ, ②文理科大学 ・ 高等師
範学校 ・ 師範学校などの教授のグループ, ③中学校 ・ 小
学校の教諭や訓導のグループの 3 つに大き く 分けるこ と
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ができる。 それぞれが講座で執筆した項日も 「基礎研究_ 
「基本資料」 「特殊問題」 「実際教育」 などの種類に分か

れていた。 本稿では, ①を 「専門的学知」 , ②を 「理論
的学知」 , ③を 「実践的学知」 を担ったグループと定義
づけて , 師範大学講座 『歴史教育』 によって生成された

く歴史教育> 言説の諸相を考察し , 体系的に 「学知」 を
検討 してい く 。 師範大学講座 『歴史教育』 のなかで , 
「博士」 の学位をもっている者が10名, 「学士」 の学位を
も っている者が 2 名であった。 ほと んどが 「文学」 の学

位であるが, 「法学」 の学位をもっていたのが 1 名であっ
た 0

キャリ アと学位からみて, 師範大学講座 『歴史教育」

は当時の歴史教育に関する学知を 「理論」 「専門」 「実践」

の 3 つの側面から体系的に構成していたと考えられる。
( 3 ) 師範大学講座 『歴史教育』 の内容構成

師範大学講座 『歴史教育』 の内容構成を見てみると , 
執筆者のキャリ アと内容構成には関連性がある。 例えば, 
第一巻の内容構成では, まず, 東京女子高等師範学校教
授の内藤智秀が 「理論的学知」 を担当している。 次に, 
法政大学教授の鈴木俊, 元帝室編修官の渡邊幾治郎, 駒
澤大学教授の小林元が 「専門的学知」 を担当している。 

最後に, 束京文理科大学教授の有高最9) が 「実践的学
知」 を担当している。 このよう に, 師範大学講座 『歴史

教育』 では , 歴史教育に関する 「理論的学知」 「専門的
学知」 「実践的学知」 が全14巻の内容構成のなかで配置
され, それぞれの専門分野の第一線で活躍する執筆陣ら
が講座の内容を担当していた。

特に, 「実践的学知」 を担当した人々は高等学校 ・ 師
範学校 ・ 中学校 ・ 小学校などで歴史教育を指導した経験

をもって活躍している者が担当し , 東京高等師範学校附
属小学校訓導の佐藤保太郎 '°) は 「国民学校の歴史教育」 , 
第二東京市立中学校教論の鎌田重雄は 「中等学校の歴史

教育」 を執筆しており , 歴史教育に関する最新の情報が
提供されていたのである。 では, こ う した執筆陣が担っ
た師範大学講座 『歴史教育』 によってどのよう な く歴史

教育> に関する言説が生成されていったのであろう か。 

3 . 師範大学講座 『歴史教育』 による< 歴史教
育> 言説の生成

( 1 ) < 歴史教育> 言説の生成と受容
先述したよう に, 師範大学講座は 『歴史教育』 だけが

刊行されたのではなく , 他教科の講座も含めて十数巻が
出版されていた。 こ う した 「教育学」 に関する大規模な

講座は1930年代に次々と刊行された。 例えば, 岩波書店
からは雑誌 『教育』 が刊行され, 「教育科学」 という視
点が教育学研究のなかにも生み出されていた。 『教育』

(第 1 巻第 2 号, 1933年) を見ると , 
「歴史教育」 '') が特集されている。 こ こ

早 く も 5 月号に
では , 京城帝国

大学教授の安部能成 「歴史と教育」 , 自由学園教授 ・ 日



本大学講師の羽仁五郎

昭和戦前期における< 歴史教育> 言説の生成と 「学知」 の構築過程

「歴史教育について」 '2) 
, 大正大

学教授の秋山謙蔵 「日本歴史研究の発展と教育への反映」

をはじめ, 「歴史教育の比較研究」 「世界教育思湖」 「教
育評論」 など歴史教育に関する論考が集められている。 

執筆陣も東京高等師範学校教授の齊藤斐章, 同じ く東京
高等師範学校教授の中川一男, 東京帝国大学助手の宗像
誠也など錚々たるメ ンバーであった。 岩波書店から刊行

された 『教育』 のよう に, 新たな視点から教育について
考える雰囲気が1930年代には酸成されていたと考えるこ
とができよう。 では, 師範大学講座 『歴史教育』 はどの

よう な読者を想定していたのであろう か。 執筆陣や内容

構成をみると , 想定していたのは小学校 ・ 中学校 ・ 師範
学校など教育関係者が第一であるが, 文検歴史科の問題
答案例が示されていたこ とから もわかるよう に文部省教

貝検定の受験者も対象と されていたこ とがう かがえる。 

昭和戦前期には多様なルート で学校教員が養成されてい

たが, 刊行された時期から推察すると , 師範大学講座
『歴史教育』 は, 「専門的学知」 「理論的学知」 「実践的学
知」 の 3 つのく 歴史教育> 言説が生成された最盛期に位
置するものであった。 歴史教師に求められた 「学知」 は, 
既刊の 『研究評論歴史教育』 『国史教育』 『最新史観国史

教育』 などのよう な歴史教育雑誌だけではなく , 
学講座 『歴史教育』

できよう

( 2 ) 3
では , 

から も生成されていつたこ と

0

つの 「学知」 と く 歴史教育> 言説

師範大

が理解

当時の歴史教師を養成した人々は 「歴史学」

「歴史教育」 の関係をどのよう に捉えていたのであろ

か。 東京府大泉師範学校教論であった小澤栄一 '3) に

と

う

よ

る 「師範学校の歴史教育」 (師範大学講座 『歴史教育

(第 4巻)』 建文館, 1940年, 1 -74頁) をもとにして具
体的に考察したい。 小澤は学間の世界を次のよう に述べ

て

い

いる。

「十九世紀以後, 學間世界は大進歩をなし , 歴史も大
に學者の研究を受け , 其用大いに張皇し其講究の法も

亦大に整頓するやう になり , その把束するところ廣く着
眼すると こ ろ深く なっ た。 だから 「古の如 く ただ史上に

存する丈けの事實を知るのみにて満足せず, 種々の方法
により て過去に属する事跡全體を盡して , 以て人類開進
の大道, 社會變遷の法則を権査發見せんこ と を努むる」
やう になっ たと し , 「歴史上の事跡を論究して , 其原因
結果を指摘し , 事跡相互の開係を明かにする學」 と して , 
歴史哲學又は歴史理學の唱道されて るこ と を指摘され

、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、

た。 「學」 また 「社會科學」 と しての
、 、 、 、 、 、

「歴史學」 を主張

されたものに外ならない。」 (17頁。 傍点は筆者。) 
小澤は, 歴史学が近代において 「学」 と して成立する
プロセスから歴史学と歴史教育の関係を播いている。 そ

のなかで , 明治において近代学校教育制度が確立すると
と もに歴史教育が重視されるよう になったと捉えている。 

「三宅米吉博士が明治十六 ・ 七年, 東京名一渓會雑誌上

17 

に, 「小學校歴史科に関する一考察」 といふ論文を公に
、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、

せられ, 歴史教授の目的を論じ , 教材の選擇配列の標準
、 、 、 、 、

を示し , さらに廿年當時英國留學中の博士は 「小學歴史
、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、

編纂法」 を著作して文部省編纂旨意書に相應じたといふ

如き全く舊封建的歴史教育論を脱した新時代の歴史教育
、 、 、 、 、

確立の主張に外ならなかった。」 (35頁。 傍点は筆者。) 
特に, 小澤は近代の歴史教育の確立期における画期と
して三宅米吉 '4) が書いた 『東京名一

一

渓會雑誌』 の初等歴

史教育の論考を歴史教育史のなかに位置づけて論じてい

る。

「そしてこの時期, 一般學究の間に於いても貴重すべ
き基礎的研究は多 く 發表されてゐた。 發表機関と しても
、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、

史學會の 「史學雑誌」 のほか, 三十二年には文科大學新
進の學徒によっ て 「史學界」 及び 「歴史地理」 が發刊さ
、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、

れ, 翌年には高等師範學校の系統から 「地理と歴史」 が
創刊されるといふ状態であった。」 (44頁。 傍点は筆者。) 
小澤が昭和戦前期の歴史学研究の動向において注目 し

ていたのが, 歴史系学会の増設と新たな歴史学研究の学
会誌が誕生したこ とであった。 これまでの歴史学研究の

系統とは異なる高等師範学校系の潮流が生み出されたの

である。 こう

学研究に対し

いわば , 
させよう

いる。 

した流れは, これまでの実証主義的な歴史
て

「近代」

も新たな原動力 '5) と な っ た。 それは , 

歴史学に対して 「現代」 歴史学を対時

とする動きであった。 小澤は次のよう に述べて

「明治史學の内容が, 客観的科學的歴史を標榜して, 
實證主義的學風に於ける政治史を基型と して たといふ

こ と は, 近世封建時代の主観的政権推移史と現代史學を
媒介するに頗るふさはしい性格を示したといはれるかも

しれない。 明治史學の實證主義は, 封建的政治形態の現
、 、 、

實を根據付けよう とする近世史學を否定したが, 今や所
言青文化史との對立に於いて考へられたやう な素朴な政治
、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、

史を否定して, それらを止揚した新しい意味に於ける國
、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、

家の政治史の出現が, 現代歴史學の一の課題と して期待
、 、 、 、

されて る」 (51頁。 傍点は筆者。)
また, 大衆化のなかで 「歴史学」 や 「歴史教育」 が持

つ意味も日常生活と密着した形で考える必要性が説かれ

るよ う になっていった。

「「歴史」 は現實の生活とはおよそ無関係な , ただ試
、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、

験のための 「暗記物」 と して敬遠される , といふ状態も
、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、

導き出されてきた, 明治後期から欧州大戦當時, 我が資
、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、

本主義産業経済機構の飛躍的發達の時期に際し , 若い人
、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、

達の関心が, かかる歴史に寄せられるこ と寥々たるもの
、 、 、 、 、 、

であつたこ とは少しも不思議でなかっ たであらう 。」 (53 
頁。 傍点は筆者。)
さ らに, 小澤は, 「歴史学」 と 「歴史教育」 の画期と

なる出来事と して, 東京と広島の文理科大学の設立を挙
げ, 高等師範学校との関係において新たな展開を迎え
と述べている。 

た
























